
熊本学園大学付属海外事情研究所 2017年度第 2回研究会 

アジアの蒸留酒と焼酎 

講 師：久保田
く ぼ た

 一博
かずひろ

 氏（高橋酒造株式会社 お客様創造本部本部長）          

      中野
な か の

   元
はじめ

  氏（熊本学園大学社会福祉学部 教授） 

日 時：２０１７年 １１月１７日（金） 

１８：００～２０：００     

場 所：熊本学園大学 本館３階 特別会議室 

参加費：無料 

 

  

  

 
 
 

 

※参加ご希望の方は、１１月１０日（金）までに FAXまたは Emailのどちらかにより申込みをお願い 

いたします。申し込みの際は、ご氏名・ご所属・ご連絡先を明記ください。 

当日の直接参加も受け付けておりますが、資料の配布ができなくなる場合もございますので、事前   

のお申し込みをお願い致します。 

  ※駐車場が十分にございませんので公共交通機関をご利用ください。 

 
<申し込み・問い合わせ先> 

 

熊本学園大学付属海外事情研究所（担当：学術文化課） 

月～金 ８：４５～１７：１５（１２：３０～１３：３０除く） 

〒８６２-８６８０ 熊本市中央区大江２丁目５-１ 

   ＴＥＬ:０９６-３６４-５１６１（代表）  /０９６-３６４-８７３１ （直通） 

 ＦＡＸ:０９６-３６４-５２０１（専用）  /Email： kaigai@kumagaku.ac.jp 

本格焼酎を造る蒸留という技術がいつどこで発明されたかご存じでしょ

うか。焼酎の起源は、西洋の蒸留酒と同様、ヘレニズム文化に求めるこ

とができますが、日本へ蒸留酒が伝来したルートには４通りの説があり

ます。今回は、焼酎の源流を辿り我が国の焼酎の発展を探ります。 


